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山村 ｜ 趣旨説明と問題提起 ｜ 

趣旨説明と問題提起
コンテンツ・ツーリズム研究の課題と可能性

山村高淑
北海道大学観光学高等研究センター教授

はじめに～研究の経緯と射程

山村です。皆様よろしくお願い致します。お手元にお配りした資料の中に，いくつか私
のほうで準備させていただいたものがございます。それに沿って研究会の趣旨説明をさせ
ていただければと思います。確認です。片閉じのもので 枚ほどのレジュメがございま
す。タイトルに「領域横断型のコンテンツ・ツーリズム論の構築に向けて」とある資料を
メインにお話をさせていただきたいと思います。それに加えまして，参考資料を 種類配
布させていただきました。 点目は雑誌『観光とまちづくり』の記事が表紙となってい
る，「交流の仕組みとコンテンツ・ツーリズム」という記事です。 点目はこちらの冊子
です。観光創造専攻の西川先生を代表といたしまして，共同研究を総計で 年ほど行って
きましたが，そのコンテンツ・ツーリズムに関する報告書です。これは国際的に発信しよ
うということで，日本の事例に関する調査結果を英文にして報告したものです。 点目は
『開発広報』の です。これは一般財団法人北海道開発協会が出版しているもので，
この中で私どものコンテンツ・ツーリズムに関する科研費補助プロジェクトを ペー
ジで紹介しております。
それでは「領域横断型のコンテンツ・ツーリズム論の構築に向けて」に沿ってお話させ

ていただければと思います。まずは今回，第 回観光創造研究会としてお時間をいただい
た，この企画の趣旨について簡単にご説明申し上げます。我々のコンテンツ・ツーリズム
研究は， 年に北海道大学のメディア・コミュニケーション研究院にて，共同研究補助
金という形で補助をいただいて，西川先生，石森先生，シートン先生，私等のメンバーで
立ち上げた，北海道におけるサステイナブル・ツーリズムに関する研究会が前身です。北
海道を対象にいろいろと議論を進める中で，ひとつコンテンツ・ツーリズムというジャン
ルが見えてきました。そして 年に，シートン先生，私，現在奈良県立大学の岡本健先
生の 名でエストニアの国際会議， で，コンテン
ツ・ツーリズムに関する発表を行いました。そのテーマを核に， 年から 年の
年間，メディア・コミュニケーション研究院から再び共同研究補助金をいただき研究を進
めてきた次第です。その中の企画を の科研費に申請したところ， 年度から，基
盤研究 （観光学）という形で，「 を通した文化の伝播と受容に関する国
際比較研究」という企画を採用していただいております。 年計画ですので残り 年間，
この計画を進めていきます。
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大きな研究のテーマですが，日本のコンテンツは現在，海外でもいろいろと話題になっ
ています。後ほど小栗先生からも具体的なお話があると思いますが，海外で非常に人気が
ある日本のポップカルチャー・コンテンツが，果たして本当に日本そのもののファンを生
むことにつながっているのであろうか，あるいは，各国の事例の国際比較をしたらどうい
うことがわかるのだろうか，このあたりを明らかにすることを大きな目標に掲げていま
す。そして，そういったことを調べることで，ツーリズムが持つ文化的な交流の機能を明
らかにし，文化的安全保障論にまで展開できないだろうか，という辺りまで射程に入れた
いと考えています。
このような趣旨で本日の研究会を進めさせていただきたいと思うのですが，講師の先生

方にご発表頂く前に，そもそもコンテンツ・ツーリズムとは何なのか，考えてみたいと思
います。私自身もいろいろなところで「コンテンツ・ツーリズムの研究をしています」と
言うと，まず皆さんに怪 な顔をされた後，「あ，アニメの方ですね」と言われて終わっ
てしまうのが現状なのですが（笑），それだけではない，ということを大きく 点ほどに
まとめて説明できればと思います。
点目は，現代社会が抱える課題とツーリズムの役割を考えるときに，コンテンツ・ツ

ーリズムをどう再定義し得るだろうか，という点です。 点目は，コンテンツ・ツーリズ
ムに関する重要な論点とは一体何なのか，という点。そして 点目は，コンテンツ・ツー
リズムに関するこれまでの議論をおおまかに整理しておきたいと思います。

現代社会が抱える課題とツーリズムの役割

まず，レジュメ ページ目の「現代社会が抱える課題とツーリズムの役割」について考
えたいと思います。これは以前の観光創造研究会でも申し述べたことがあるかと思います
が，現代社会が抱える課題の論点は大きく 点に集約できるのではないかと考えていま
す。 点目は歴史との断絶，世代間の断絶，そして 点目は国家・地域・文化間の対立で
す。こういった大きく つの課題を解決していくためにツーリズムが重要な役割を果たし
得るのではないだろうか，という大きな仮説のもと，研究を進めていきたいと思っていま
す。
まず歴史との断絶，世代間の断絶についてですが，現在の私たちと過去の歴史は一体ど

のように結びつくことができるのか，あるいは結びつけることができるのか。後ほどお話
いただくシートン先生は歴史学の観点からアプローチされていらっしゃいます。そういっ
た意味でも歴史学，さらにはヘリテージ・ツーリズムといった分野も射程に含めることが
できるのではないかと思います。
そして 点目の国家・地域・文化間の対立という課題です。私たちは，文化の壁や国境
を越えてどのようにコミュニケーションがとれるのか，そして他者を理解できるのか。こ
のあたりの論点が非常に重要になると思っています。言い換えると， 点目は新旧の接合
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面，そして 点目は地理的な境界を越えた接合面です。この接合面というのがおそらくツ
ーリズムの現場になるのではないかと思います。そして，そういったことをコンテンツや
メディア，コミュニケーションという面から考えるのがコンテンツ・ツーリズム論なので
はないかと考えています。
私自身がこうした論点を重視するに至った背景には，石森先生の観光文明論がありま

す。そこからインスパイアされた面が非常に大きかった。具体的には， 年に石森先生
と共著で， 本の論文を書かせていただいたことがあります。その論文のポイントについ
てはレジュメの に本当に簡単にまとめさせていただきました。石森先生が 年代に
提唱された観光文明論は，いわゆる情報化社会となった現在，どのように再解釈できるの
だろうか。今，産業社会から情報社会へと文明的にも大きく時代がシフトしている。産業
革命に端を発する産業文明・産業社会は，モノに価値が置かれ，大量生産・大量消費に価
値が置かれてきた。それが情報社会になると，情報 コンテンツと置き換えてもいいと
思うのですが が重視されるようになる。さらに特徴的なのが，誰もが生産者であり且
つ消費者となる時代になる。これまでの社会のように，消費することに最大の価値が置か
れるのではなく，消費をしながらも情報としてのコンテンツを，コミュニケーションを通
して共有していくことに価値が置かれる社会へ移行するのではないか，と考えています。
そうした中で，コンテンツ，コンテンツを媒介するメディア，そしてそういったものを通
して人びとが展開しうるコミュニケーション，こうした点からツーリズムを捉えることが
非常に重要になるのではないだろうか。これが現在のコンテンツ・ツーリズムに関する議
論の基盤となる部分だと考えています。そのため，観光の現場，観光地，旅行の目的地
（ ）をメディアとして考えた時に，そこにはどのようなコンテンツがあり，どの
ようなコミュニケーションが成立しうるのか。こうした考え方がコンテンツ・ツーリズム
を論じていくうえで重要なのではないかなと考えています。
というのも，実はコンテンツ・ツーリズムという言葉がはじめて公に使われたのは遡る

こと 年前の 年になります。 年に国土交通省・経済産業省・文化庁が共同で
『映像等コンテンツの制作・活用による地域振興のあり方に関する調査報告書』を出して
います。その中でコンテンツ・ツーリズムという言葉が定義されました。どう定義されて
いるかといいますと，「地域に関わるコンテンツ」，これをあえて括弧して「（映画・テ
レビドラマ・小説・マンガ・ゲームなど）」としているのですが，これを「活用して，観
光と関連産業の振興を図ることを意図したツーリズム」としています。そして，「コンテ
ンツを通して醸成された地域固有の雰囲気・イメージ」としての「『物語性』や『テーマ
性』を付加し，その物語性を観光資源として活用すること」，とされています。現場の方
からお話を伺っておりますと，おそらくこれに大きな影響を与えたのが，その 年ほど前
に の で放送された『冬のソナタ』が日本で大ブームを起こし，日本人の，特に女
性客を韓国に大きく引き寄せた，という現象です。それを受けて，そういったコンテンツ
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というものを日本でもしっかりと考えていかなければいけないのではないかという議論が
本格化した，と思われます。

しかし我々は， 年を経て，コンテンツ・ツーリズムに関する議論が深まってくる中
で，さらに違った角度から新たな定義を行い，より本質的な面を見ていかなければならな
いのではないかと考えています。そこで私は先ほど紹介した議論も踏まえつつ，コンテン
ツ，メディア，コミュニケーションという概念に注目し，定義をしたいと考えています。
まずコンテンツについてですが，コンテンツ＝アニメ，コンテンツ＝マンガではなく，

広義には，人間の活動が生んだ情報，または情報の組み合わせのことをコンテンツと言い
ます。それを踏まえますと，物語や作品，そしてそれらを構成する諸要素をコンテンツと
定義することができます。コンテンツ（ ）と複数形になっていることが実は重要で
す。
英語でコンテンツ・ツーリズムという語はもともと存在しません。コンテンツ・ツーリ

ズムは和製英語です。こうした用語の定義については，国際共同研究チームのメンバー
に， の著名な研究者である，オーストラリアの 先生に入っ
ていただいて，いろいろと議論をしているところです。その 先生と議論して出てき
た問題は， なのか， なのかということです。そして我々の中
での結論は，複数形の であることが重要なのではないか，ということです。

の中には がいくつも含まれる。そこが非常に重要なのではないか，という
ことです。
たとえばアニメ聖地巡礼という現象があります。あるアニメを見て，そのアニメの舞台

になった地域にファンの人たちが訪れる。その時彼らは一体何に惹かれているのか。アニ
メに惹かれています，というのは簡単です。しかし，アニメの何に惹かれているのかが非
常に重要で，キャラクターに惹かれている人もいれば，声優に惹かれている人もいる。ア
ニメという総合芸術作品の中に様々なコンテントが含まれていて，それが複合的に重なり
あうことでコンテンツになっています。
もう つ非常に重要な背景として，同じコンテンツが様々なメディアで展開するメディ

アミックスが進んでいるという点があります。 年代ごろからコンテンツ産業ではコンテ
ンツの流通・販売戦略として，あるコンテンツをマンガに載せた後，アニメーションにし
て，ゲームにして，というように， つのコンテンツをマルチユースする状況が生まれて
います。つまり，今やメディアとコンテンツとの関係性は，固定的ではなく非常に流動的
なのです。
更に興味深いことに，全国でフィールドワークを行っていますと，例えば歴史的なコン

テンツをモチーフとした現代版のゲームがきっかけとなり，ゲームファンが歴史的なスポ
ットを訪れた結果，彼ら・彼女らがその地域の歴史自体に興味を抱くようになり，自ら進
んで歴史を学んでいく，といった現象が各地で見られます。
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こうした事例を見るにつけ，コンテンツを，歴史なのか現在なのか，古いのか新しいの
か，といった軸で切り分けて論じていくことが意味を持たなくなってきているような気も
しています。逆に言えば，古いもの，新しいものが，様々な形で結び付きながら，ダイナ
ミックに多様なコンテンツが生まれている状況なのです。こうした状況を踏まえなければ
ならないと思います。
こうした議論を踏まえまして，ここでは暫定的に，コンテンツ・ツーリズムを「コンテ

ンツによって意味が与えられた場所を実際に訪れて，そうしたコンテンツを身体的に体
験，経験しようとする行為」と定義しておきたいと思います。コンテンツは，何気ない場
所と結びつくことで，その場所を特別な場所にする力を持っているわけです。これは歴史
的なスポットだけでなく，アニメファンが訪れる場所やコスプレイヤーがコスプレの聖地
として訪れる場所もそうです。我々としては，そういったものを同じ土俵に乗せながら語
っていく理論を構築していきたいと考えています。

コンテンツ・ツーリズムに関する重要な論点

さて，定義はこれくらいにしまして，次に論点を つほど紹介したいと思います。コン
テンツ・ツーリズム研究を進めていく上で，どのような重要な論点があるのでしょうか。
これは我々が研究チームで議論をしてきた中で見えてきたことをいくつかの論点にまとめ
たものです。まず 点目として，先ほどの話とも関連しますが，コンテンツ・ツーリズム
におけるコンテンツとは何を指すのか，ということです。これはけっしてアニメやマンガ
だけではないだろうと。とりわけ経済産業省を中心としたクールジャパン政策が大きく注
目される中で，コンテンツ＝ポップカルチャーというイメージが非常に強くなっていると
いう背景もあります。ただ当然のことながら歴史コンテンツも現代において消費されてい
る。そういった状況も捉えなければなりません。先行研究として 年に法政大学の増淵
敏之先生がコンテンツ・ツーリズムの本を出版されているのですが，その中でコンテン
ツ・ツーリズムの源流は歌枕にあると，非常に興味深い指摘をされています。「物語を旅
する」という言葉で増渕先生は語られているのですが，増淵先生のご指摘に基づけば，そ
の時代ごとに「物語を旅する」形があったわけです。
先ほども申し上げましたが，コンテンツ・ツーリズムを通してポップカルチャーと文化

遺産が結びつくという例が多くの現場で確認できます。ポップカルチャーと文化遺産の相
性が良い，とさえ私自身は感じているところなのですが，こういったものをどう捉えれば
良いのか。そういうダイナミズム，ツーリズムを通してポップカルチャーと歴史・ヘリテ
ージが接触をする，そしてそれらが相互に作用しながら展開していくという現象を捉えて
いきたいと考えています。
こうした観点からひとつ具体例を挙げておきたいと思います。レジュメ ページ目の最
後に，「豊郷小学校旧校舎群」と書いておきました。滋賀県に豊郷町という町がありま
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す。ご存じの方も多いかもしれませんが，旧校舎はウィリアム・メレル・ヴォーリズ
（ ）による設計です。 数年前，この建物を保存するか否かで地元
が大きく揺れました。校舎の中に保存派，取り壊しに反対する住民が立てこもる事件にま
で発展し，マスコミに大きく取り上げられた場所でもあります。その騒動があった数年
後，同校舎が，とあるアニメーションの舞台モデルになりました。そこで何が起こったか
と言いますと，アニメファンが殺到しました。そしてそうしたファンの一部から，この建
築は素晴らしいと，自分たちで建築の素晴らしさを語る を作ったりするような動き
が生まれました。こうして同校舎の歴史的な重要性がこれまでとは全く異なる層へと全国
レベルで広がっていきました。現在，建物は登録有形文化財として登録されるに至ってい
ますが，そうした背景にアニメ作品をきっかけとした大きな世論の変化が，少なからずあ
ったと思うのです。まさにこうしたダイナミズムを捉えていきたいと思っています。
点目といたしまして，先ほども触れましたが，コンテンツ・ツーリズムという語が和

製英語であって，コンテンツ・ツーリズム研究は日本独自の展開を遂げている分野であ
る，というような言われ方を近年よく耳にするようになりました。しかしながら，では具
体的に，これまで欧米中心に議論されてきた ， とどう異な
るのか，という学術的なアプローチはほとんどなされていません。このあたりは国際共同
研究チームとしてしっかり考えていきたいと思っています。今回お招きした岩下先生は，
日本におけるフィルム・ツーリズムやコンテンツ・ツーリズムの事例をいち早く欧米に英
語で紹介されてきた先駆者であり，海外で日本のフィルム・ツーリズムやコンテンツ・ツ
ーリズムを研究する方々の多くが，岩下先生の論文を参考文献にしています。
点目としまして，ジャパン・コンテンツをきっかけあるいは資源としたコンテンツ・

ツーリズムが世界各国で展開しているという事実です。これは非常に興味深いことなので
すが，日本のコンテンツを資源として，現地の国内観光が起こっているのです。たとえ
ば，フランスで というイベントが毎年開催されていますが，同イベントには，
ジャパン・コンテンツを核に，フランスのみならず全ヨーロッパから人が集まっていま
す。日本においては東京ディズニーランドや （ユニバーサルスタジオジャパン）がそ
れに近い存在かも知れません。が，いずれにしても，そういった現象がアフリカや南米も
含めて全世界で起こっています。これをどう捉えていけば良いのかも議論に含めていくべ
きではと思っています。これは文化の伝播と受容といったテーマにもつながります。
そして 点目ですが，そうした文化の伝播と受容が，結果として正しい日本の理解や日
本ファンの創出につながっているのかどうか，という点です。ここではアニメファン，マ
ンガファンと書いておきましたが，アニメ，マンガ，コスプレなどがフックとなって日本
への旅行動機が醸成され，実際に訪問・交流・相互理解につながっているのか。これを調
べていきたいと思っています。世界各国で今，ジャパン・コンテンツを資源としたいろい
ろなイベントが行われていると先に述べましたが，そういったイベントを，我々の狙いと
しては五大陸くまなくピックアップして，同一のアンケート用紙でアンケート調査をして
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いきたいと思っています。昨年はフランスの においてデータを取り，現在分析
を進めているところです。

コンテンツ・ツーリズムに関するこれまでの議論

以上，大きくこの つの論点があるのかなと考えています。最後になりますが，コンテ
ンツ・ツーリズムに関する既往研究について，これまでの流れを大まかに整理しておきた
いと思います。レジュメ ページ目を御覧ください。欧米を中心に ，

，あるいは など，映像をきっかけとしたツーリズムを研究
してきた流れがあり，それを包括する概念として， 先生が 年に

という概念を提示されています。そして 年には岩下先生が，日本人のイギリ
スへの国際観光を取り上げ，どのように大衆文化メディアを通して旅行動機が醸成されて
いるのかを博士論文にまとめられています。そして前述の通り， 年に国土交通省・経
済産業省・文化庁によりコンテンツ・ツーリズムの定義がまとめられました。
そして， 年になりますと，埼玉県鷲宮町でアニメをきっかけとした，いわゆるまち
おこしの動きが生まれます。それを北大のチームと現地商工会さんとで共同研究すること
ができ，こういった現象をどう捉えるべきなのか議論が深まっていきました。ただこれは
余談になりますが，私共のチームが鷲宮町商工会さんと一緒に調査報告書を出し，それを

にして大学の機関リポジトリ「 」上でネット公開したところ，様々なところ
から学術的に扱うことへの痛烈な批判を受けました。私自身，とあるルートから，お前み
たいな研究者は大学をやめたほうがいいと言われたり， ちゃんねるにスレッドが４本立
ち，なぜか私の写真がどこからか流出して晒されたり致しました。これには私も相当へこ
みまして，正直研究を止めてしまおうかと何度も思いました（笑）。そうした際，石森先
生には一貫して強く励まして頂き，我々の研究を後押ししていただきました。石森先生に
は本当に感謝しています。
そして，これが最新の私共研究チームの成果物になるのですが， という学術
雑誌がございます。そちらでシートン先生を中心にコンテンツ・ツーリズムの特集号を組
ませていただきました。非常に厳しい査読で，査読が終わるのに 年程かかったと思いま
すが，まずは紙媒体で刊行されました。これを機に，国際的にも議論を深めていければと
考えています。付録として，レジュメ ページ目後半部分に，科研費の計画内容をまとめ
ました。お時間のあるときにお目通しいただければと思います。

いずれにしても，コンテンツ・ツーリズムは非常に新しいテーマで，どこまで私共の力
で展開できるのか甚だ不安ではございますが，是非会場の皆様方のお知恵を拝借しなが
ら，あるいはご助言，お力添えいただきながら，着実な成果をあげていきたいと思ってい
ます。

-7-



『コンテンツ・ツーリズム研究の射程～国際研究の可能性と課題』 
CATS 叢書第 8号，北海道大学観光学高等研究センター（2016） 

 

 

そして理論的な部分以上に，これまでの理論や理屈では把握できないような現象が，今
実際に現場で起こっています。私共もそれをフォローアップするので精一杯というところ
もあります。しかし，現場で起こっていることにこそ，やはりツーリズムの真実や本質が
隠されているのではないか。勿論，理論的に先行研究を整理することは必要ですが，過去
の先行研究に縛られることで，今起こっている現象のダイナミズムを逆に縛ってしまうこ
とにならないよう，謙虚さを持って現場で情報をつぶさに集めつつ，整理していきたいと
思います。

今日は年度末のお忙しい中，講師の先生方にお集まりいただき，ご講演いただけますこ
とを，本当に有り難く感じております。どの先生方もそれぞれのジャンルで最新の取り組
みをされていらっしゃいます。多様な角度から様々な知見をご教授いただけるものと，心
から楽しみに致しております。まずは講師の先生方，会場にお集まり頂きました先生方
に，心から御礼を申し上げます。以上，簡単ではございますが，趣旨説明ということでお
時間をいただきました。今日明日二日間，どうぞよろしくお願い申し上げます。ありがと
うございました。
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